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 ランニング等の全身性の動的運動を高い強度で行うと、その運動強度
に比例して心拍数の増加、心拍出量  (C O )  の増加、動脈血圧の上昇等が
起こる。このような循環反応が長期に渡り反復して起こると、左室容積







ドグリップ運動  (H G )  がよく用いられるが、静的 H G 時の血圧上昇が C O
の増加によるか、または総末梢血管抵抗  (T P R )  の増加によるかは先行研
究の間で見解が一致していない。これらの結果は、運動条件や C O およ
び T P R の測定法によって一定の傾向はみられないことから、その不一致







研究課題 1 では動脈血圧と心拍数、研究課題 2 では C O と T P R に注目
し、静的 H G を 60 秒間行った時のそれらの反応の個人差を変動係数  (C V )  
により定量するとともに、その個人差に筋代謝受容器刺激時の循環反応
や動脈圧受容器反射の関連指標が関係するか調べた。静的 H G 時の循環
反応の個人差について、以下の結果が得られた。 1 )  心拍数、 C O および
T P R の反応の C V は血圧反応の C V よりも顕著に大きな値となった。2 )  C O
の反応と T P R の反応との間に負の相関関係がみられた。3 )  C O および T PR
の反応は、筋代謝受容器刺激時のそれらの反応との間に正の相関関係を
示したが、動脈圧受容器反射の関連指標との間に関係はみられなかった。
これらの結果から、静的 H G 時には心拍数、 C O および T P R の反応に顕
著な個人差が存在すること、また、 C O の反応と T P R の反応は負の比例
関係にあり、その個人差には筋代謝受容器反射が関与することが示唆さ
れる。  
研究課題 3 では、運動中の経時的変化に着目し、静的 H G を 15 秒、30
秒、 45 秒、 60 秒または疲労困憊まで行った時の C O および T P R の反応
の個人差に関して検討し、以下の結果が得られた。 1 )  運動時間が 30 秒
以上の場合、C O および T P R の反応の C V は血圧反応の C V よりも顕著に
大きな値となった。 2)  どの運動時間の場合でも、C O の反応と T P R の反
応との間に負の相関関係がみられた。 3 )  運動時間が 6 0 秒以上の場合、
C O および T P R の反応と筋代謝受容器刺激時のそれらの反応との間に正
の相関関係がみられた。  
研究課題 4 では、運動様式の違いに着目し、静的および動的 H G 時の
C O および T P R の反応の個人差に関して検討し、以下の結果が得られた。
1)  どちらの運動様式でも、疲労困憊に至る時間の 4 0 %以降において、
C O および T P R の反応の C V は血圧反応の C V よりも顕著に大きな値とな
った。 2)  C O の反応と T P R の反応との間には運動時間にかかわらず負の
相関関係がみられた。 3 )  静的 H G 時の C O および T P R の反応と動的 H G
のそれらの反応との間に正の相関関係がみられた。  
研究課題 3 および 4 で得られた結果より、静的および動的 H G を開始
しある一定時間経過すると、それ以降は疲労困憊に至るまで C O および
T P R の反応に顕著な個人差が生じることが示唆され、また、特に疲労困
憊に近い状況では、筋代謝受容器反射に対する反応の違いがその個人差
を生む一因である可能性が考えられる。しかし、疲労困憊付近に至る前
の段階では、 C O および T P R の反応の個人差に筋代謝受容器反射は関与
しないことから、その個人差の成因は運動時間によって一様ではなく、
筋代謝受容器反射以外の調節機構もその個人差に関与する可能性が推察
される。また、 C O および T P R の反応は静的 H G の場合と動的 H G の場
合で関連がみられることから、各個人の C O および T P R の反応は両運動




本論文における一連の結果から、静的および動的 H G に対する C O お
よび T P R の反応には顕著な個人差が存在し、それらの反応はどちらの運
動様式でも個人内で共通した傾向を持つこと、また、疲労困憊に近い状
況ではそれらの個人差に筋代謝受容器反射に対する反応の違いが関与す
ることが示唆された。  
